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１　グッドデザイン賞とは

　　公益財団法人日本デザイン振興会の主催で、毎年デザインが優れた物事に贈られるもので、工業製品からイベント活動まで幅広い領域を対象とし、１９５７年の開始以来「Ｇマーク」とともに広く親しまれ、総受賞対象数は５万件を超えています。

　

２　受賞団体

宮崎市、田野・清武地域日本農業遺産推進協議会
３　応募カテゴリー

「取り組み・活動・メソッド」の「地域・コミュニティづくり」

４　2020年度受賞結果概要（カッコ内：対前年比）
受賞件数：１，３９５件（－２５件）

受賞企業数：　　９７４社（＋３４社）

審査対象数：４，７６９件（－　３件）


グッドデザイン・ベスト１００は２０１２年から始まった取組であり、宮崎市では今回の受賞が初となります。さらに、大賞・金賞・特別賞の候補となっており、１０月８日（木）に大賞・金賞・特別賞選出のためのプレゼンテーション審査を受けました。

大賞・金賞・特別賞は、１０月３０日（金）に発表されます。

５　グッドデザイン・ベスト１００掲載ページ
https://www.g-mark.org/award/describe/51202?token=JycjKcE3Cj
６　審査員のコメント

宮崎県は日本でも有数な干し大根の産地のひとつで、「たくあん」などの加工用大根の生産量は日本第一位とのこと。そんな大根の栽培と干し大根の風景は地域に根付いていたものの、地域の中には当たり前のものとして注目されることはなかったかもしれない。ただ、たくさんの大根が吊るされた大根やぐらは壮観であり、これを見るだけでも価値のあるものだと思う。さらに農業従事者は、全国平均に対し、若い年齢層が多く世代交代も円滑に進んでいることも特筆すべきこと。今後は、より食と結びついた体験を生み出していって欲しい。
（※「審査委員の評価コメント」は、改変・抜粋不可のため、原文表記となっております。）
	【問い合わせ】

宮崎市田野総合支所農林建設課

電話　８６－１１１４
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